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要旨
木研究は、断りの場面で使用された「かもしれない」と「かも jの機能について考察を試みた。
断りの場面で使用された「かもしれないjと「かもJは、断定形でIWi-る場合に見られた否定的な
|床を持つ述語と共起していたことから、相手に伝えにくいことを「かもしれなしリと「かも jで間
接的に表現にするための一つの談話マーカーとして使用されていると考えられる。また、先
に対して断る場合、「かもしれないjとfかも」の使用が見られなかったが、断り表現として「か
もしれなしリと「かも jが用いられる場合、開き手にl祈りたい意を察してもらわなければいけな
いこととなり、聞き手に負担をかけることになるため、対人関係において話し手(断る古川より
身分が上の人には使いにくいことがわかった。
キーワード:かもしれない、かも、|祈り、自然会話、コーパス
1はじめに
「かもしれない」は、これまで「だろう JIょうだJIらししリ「そうだJIにちがいないJ
などとともにモダソティの研究分野で論じられてきており、「だろう j と共に「推量」を
す表現形式とーっとして捉えられてきた。一方で、「かもしれなしリの意味を語用論の側面
から「腕lilJJの意味として捉え、その意味と機能を分析・考察したものが近年多く見られ
、/"-ノヘノヘ~
るようになり、日本語教育の中でも、「かもしれないjを「腕曲表現jとして捉えようとする
傾向がみられる(平田 (2001)、麻生 (2002)、黄 (2006))。
しかし、「かもしれなしリを腕出表現として捉えた研究は、「かもしれなしリが持つ基本的
な意味から派生されたとされる「焼由jの概念が定義されていないまま「かもしれなしリが議
論されており、腕曲表現の捉え方についての疑問が残る。また、文脈の中で「かもしれない」
がどのように機能しているのか(あるいは、どのような役割を果たしているのか)につい
て十分議論されていないことが問題である D
そこで、本研究では、ある文脈において「かもしれなしリとその縮約形とされる「かもJが
どのような働きを果たしているのかを明らかにすることを目的とする。本研究では、数多
くの文脈の仁|コで、断りの場面に注自し、断りの表現として「かもしれないjと「かも」が果た
す機能について分析・考察を行うことにする。
2. ["かもしれないj の先行研究
2. 1. ["かもしれない」の基本的な意味
「かもしれないj の意味について、モダリティ研究からは大きく 2つの立場に分れる。
森 IJI (1989)、仁 1=1] (1991)、益岡 (1991) は、事態が成り立つ蓋然性(確かさの度合い)
の科度が低いことをあらわす形式であるとしている。それに対して三宅(1994、1995a、
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1995b)は命題が真である可能性がある と認識することを 「可能性判断」と 1乎び、上記の蓋
然性の低さという位置づけに批判的立場をとったD
これまで「かも しれなしリは疑似のモダリティ(仁田(1991) や二次的モダリティ(益
|商 (1991))、また認識的モダリティ(三宅 (19953)) として議論されてきた。それに対し
て仁田 (1991) は「カモシ レナイ」は 「ダロウ」と共に「推し量りの表現から腕IjJIな述べ
立ての表現・断言を控えた述べ立てに移りいく傾向がある」と指摘している。腕1JI表現と
して「かもしれなしリの意味と機能を考察した研究については 2.2で述べる。
2. 2腕由表現としての「かもしれない」
平田 (2001)は、「かもしれなしリを語用論の観点から「腕曲表現Jとして従え、分析を行った。
平田 (2001) の研究では、「椀l並IJの意味を「表現などの遠まわしなさま、露骨にならないよう
に言うさま」という『広辞苑』の定義に基づき、「娩|曲」をやわらかで丁寧な表現であるとした。
平旧 (2001) の研究を皮切りに、腕曲表現しての「かも しれなしリの意味・機能を分析
した研究が多く出ている。麻生 (2002)は、「かもしれなしリが腕liJ!表現として使用される
際の機能について分析し、黄 (2006) は、 「開き手と話し手との共感領域Jに焦点を当て、
「かもしれなしリの腕曲表現としての機能を分類した。
ここ では、以上の先行研究で腕曲表現とされた「かも しれない」 の意味分類を以下の表
lにまとめる。
表 1 先行研究での腕曲表現「かもしれないJの機能分類
平i王1 (2001) 麻生 (2002) :!lj~ (2006) 
機能 間接的表現 弁解 反論 ・弁解
分類 前建き 譲歩・妥協 ホ，uEl'jfとy 
j疑似的同意 受け流し ;疑似'YJI司意
皮肉 ~~i 制 li
事実や自分自身の判断 ・ 表明IB:i監
意見等の表明回避
自己の客観化
表 lを見てみると、平田 (2001) では、腕曲の意味を間接的表現・前置き ・擬似的同意
の 3つに大きく分けて考察しているのに対し、麻生 (2002)・黄 (2006) では、さらに「か
もしれなしリの続出の機能を細分化していることがわかる0114fに、平田 (2001) では見ら
れなかった f表明回避Jの機能が麻生 (2002)・黄 (2006)に共通として見られた。 麻生 (2002)
では、本来なら「だろう」を用いて表現すべきところを「かもしれなしリを用いて、事実
あるいは話者自身の意見 ・半iJI~T を 回避していることが 「事実や 自分自身の判断・意見等の
表明回避Jであるとし、黄 (2006) では、 「表明回避Jを、「自分の感情や感覚などを述べ
るi際に、 |折言するのを避け、わざと不確かな言い方で、相手に配慮を示す表現であるJ と
定義している。特に、発話場面で、相手の発話をフォローする場合によく現れると指摘し
ている。
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2.3.ポライトネス理論から更た「かもしれない」
平田 (2001) は、「カもしれない」を、 Brown&Levinson(1987) のポライトネス理論 (1) の概
念に基づき、腕 I~]~ 表現としての「かも しれなしリを分析 ・ 考察している。平田 (2001) によ
ると、「かもしれないJは、聞き手のフ ェイスの場合、対話場面において、話し手が聞き手
の積極的または消極的フェイスを威嚇せず、それらを維持するためのポライトネスとして
の役割を果たしており、話 し手のフ ェイスの場合、話 し手は聞 き手のフェイスを脅かさな
いよう にポライトネスを用い、聞き 手に配慮すると同時に、話し手自身のフ ェイ スを守る
自己防衛としての役割lも果たしていると考察している。
また、山岡・牧原・小野 (2010) は、配慮表現としての文末表現として「かもしれないj
を取り上げ、発話機能が相手への反論や非難のよう な|習き手に対 して FTAである場合に消
極的配慮としての働きがあ るとし、 また発話機能が改善要求や主張の場合、はっき り言い
切らないこ とで自 分の判断を相手に押し{寸けない配慮が表現されていると している。
3日本語教育における「かもしれないjの扱い
これまでの先行研究から「かも しれないj が、対話において推量の意味だけではなく、
聞き手に配慮する ために使用される ことがある こと は明 らかとされている。 では、日 木認ー
教育の立場から 、教科書に「かもしれなしリがどのよう に提示されているのかについて少し
見ていくこととする。
「かもしれないj は、初級後半レベルで提示されることが多く、 一般に命題の不確実を
表す推量の意味のみ取り上げている。例えば、WJ .Bridge (pp.141) j]では、 「かもしれないJ
の意味を mightと説明し、「もしかすると雨が降るかもしれません。」のような推量の例文
のみを提示 してお り、 SFJでも推量の意味の例文のみ取り上げている。
表 2 日本語教科書における「かもしれない」の扱い
意(来 indioates unc~rtainty . may~hnight migbt 
例文 ・明日は雨かもしれません。 -もしかすると雨が降るかもしれません。
・来月 はひまかもしれない。
それに対し、 教訓用の指導書では、「かもしれなしリ を推量用法と、相手への配慮、を表
す表現としての用法も合わせて扱っ ている (W教師用日 本語教育ハンドブ ック④文法rj]
( 199 3) 、『教師と学習者のための日本語文型辞典~ (1998))。しかし、これらの指導警に提
示されている例文はそのほとんどが作例であり、実際の会話で「かもしれないJrかもJが
どのように使用され、またどのような役割を果たしているのかについては提示されていな
し¥場合が多いo I~コ 上級以上の学習者に役立つ会話教育の立場か ら考えると 、理解が容易で
ある表現と される表現も 実際の コミュニケーションの場面でどのように使われるのかにつ
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いて明らかにし、学習者に提示する必要があると 考えられる。
4.本研究の立場
山伺・牧原・小野 (2010) は、配慮表現を、「対人的コミュニケーションにおいて、相
手との対人関係をなるべく良好に保つことに配慮して用いられる言語表現jと定義し、「か
もしれなしリを用いることで、相手への反論や主張を遠慮して表現することができるとし
ている口また、彰飛 (2004) は、仁田 (1989)でいう「続出表現」は「配慮表現j におけ
る「緩和表現」の一部にすぎないとし、「配慮表現J とは、「話し手の言表事態の成立が真
であることを相手に柔らかく伝えるために、「言表事態の成立が未だ確認されていないjか
のように推し量りの形をとるという技法(椀由法)である」としている。
断りとい う言語行動に関 して、施 (2005) は、 「け1相:恒目手の好意や{依衣頼に対対-して「その意に
沿えなし¥リJという気持ちを4キ相:骨目手に理解 しても らう行5窃動封訪}で、あ り、 その行重窃動)j白(何体オ本三が相手の J心L、↑
を害し、人問関イ係系を損なう危i険倹性を併伴5うものでで、あるとし、 rI新り Jを行う際、話し手は、 rI祈
りjを達成するほかに、人間関係を維持するために、相手に不快な思いをさせない配慮が必
要であるということを指摘している c そこで、本研究では、「かもしれなしリを山岡 ・牧原 ・
小野 (2010) の定義に従い、「配慮表現」として捉え、聞き手の積極的フェイスを脅かす行
動の一つである「断 りJの場面に注目 し、「かもしれないJと「かもjについて考察を行 う。
5.調査方法
本研究では、 ~BTS による多言語話し言葉コーパス一日本語会話 1 (日本語母語話者同士
の会話) 2007 年版~ (以下、コーパスと I各述)をデータとして扱うことにした。コーパス
の全 6種類の会話データの中(雑談 (初対面、友人)、論文指導、断 りの電話会話、依頼を
含む電話会話、友人間士の雑談)、|主Jfりの電話会話資料のみをデータとして扱った。以下の
表kに、本研究で使用した|折り の電話会話コーパスの情報を示す。
IJ 表 3 断りの電話会話コーパスの概要
コーパス 被験者 話者の関係 話者記号の意味 収集方法 総会話数
名称
女性同士 日本詩母:詰 親し い向性友 JBI:Japanese Base 依頼をしてもらう被験者 39 
の断りの 話者 一大学 人同士。 対話 Irai に、学校の先輩、同級生、 (対先能、対
電話会話 生あるいは 者が、ベース JOK:Japanese Old 後輩にあたる同性の相手 同級生、対後
大学院生、 (依~要領11) の Kotowari を選んでもらい、それぞ 輩 13会話ず
18-23歳、 学校の先輩か JSK:Japanese れ -1司ずつ(携;肝)電話 つ)
女性、 52名 同級生か後輩 Same-age Kotowal・l で会話をして録音しでも
JYK:Japanese Young らう。
Kotowari 
本コーパスの依頼内容は、 「友人に、明 日の午前中に自分の代わりに自分の男友達とい
っしょに国立国語研究所に行って言語調査に関する実験に参加してもらうこと Jを設定し
ている。
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6.分析
ここでは、対人関係によって見られるIJ;lI"りのパター ンを分けた上、 IJ;lrりの表現としての
「かもしれなしリと「かも」が見られた会話例を取り上げ、分析を行うことにする。|折りのパ
ターンとして、理由説明のみで断りが成立した場合と、直接な|祈りとして、断定形を用い
て断る場合と、間接的な I~Í"りとして、「かもしれない j と「かも J を )~:J し、る場合と「かな j
をmし¥る場合に分れた。以下の表 4に分類結果をまとめる。
表 4 断りの電話会話コーパスの分類結果
実l先輩(計 13) 対同三1[ (計 13) 対後輩(計 13) 
理由説明 断定 ~I~ I~Vf 定 理由説明 断定 非断定 理由説明 断定
8 !plj:_ かも 7 かな かも 1 1 2 
(し (し
れな れな
3 2 
分類結果、全体的に断る理由を説明するのみで断るパターンが一番多く見られた。特に、
先輩の依頼に断る場面であった対後輩の場合、理由説明と非断定の表現である「かもしれ
なしリ「かも」断定形を用いたノミターンは見られず、 1m定形ではっきり i折るか、以下の|折片
lのように、|折る理由だけを述べ、相手に断りであることを察してもらうように会話を
めるようなノミターンが見られた。
断片 1 対後輩の会話 (JB102:ベース話者 JYK02:対話相手)
ライン番号 発話!大j容
8 1B102 それで、 (うん)それをなんか私だけ急に行けなくなっちゃって、 (あー )
I~~ 1:=の91寺戟 91寺からなんだけど、 (はし¥)私の友達と(はい) i JYK02あ
だ名 Jで (はい)く行ってもらいたい ) {く)。
9 JYK02 くごめんなさい、在、i羽iヨ){)}バイトなんですよ。
10 JBI02 あ、そうなんだ。
11 JYK02 はし ¥0
以下では、断定形を用いた断り文と「かもしれないj と「かも j を用いた断り文がどの
ように現れてきたのかについて分析を行う。
6. 1.断定形の断り文
ここでは、全ての対人関係で見られた断定形を用し 1た断りについて見ていくことにする。
断片 2. 対先輩の会話 (JBIO 1:ベー ス話者 JOKOI:対話相手)
ライン番号|話者 i 発話内容
お願いがあって、電話したんだけど， ， 
2 うん。
幡 33-
3 JBJO 1 今度の月 H翠日に， ， 
JOKOI うん。
5 JBJO 1 41)1の 9Il寺にね， ， 
6 JOKOI うん=。
7 JBJO 1 =匡i立国語研究所に行ってね， ， 
8 JOKOI うん。
9 JBIO 1 相、の代わりに
J 0 JOKOI うん。
1 JBlO J 言語調査に関する実験に参加lしてはいただけないでしょうか?く軽く笑いなが
ら〉。
12 .10KOl え一、 へ一、へ、え一二。 [あまりに驚し¥た棟子]
13 JBI01 二しかも、株国人と一緒にく笑いながら〉。
14 JOKOl えつ。
15 .IBIO 1 無理ならいいんだけど。
16 JOKOl いやだ。
17 .IBI0 1 いやだ〈笑いながら〉く2人で笑う〉。
18 JBIOl ちょっと き、ですよね。
19 JOKOl つん 、9Il~j'は多 分遅刻するから， ， 
20 JBIO I フん。
21 JOKOl く微妙 > {く)。
断片 2は、対先輩の場合の会話例であるが、 JBIOlの依頼(ライン番号 11、13)に対し
て、 JOKOlが驚し¥た反応を しま した後に(ライ ン番号 12，14)、「し1やだjと断定形で|折っ
ている。
断片 3 対同輩の会話 (JBIO 1:ベース話者 JSKOl 対話相手)
ライン番号 話者 発話内容
31 .IB107 なんかね、 一応、あし 、(う ん)なんか 2人でやる会話の日本語だけど実験だ
から、なんか(あん)なんかもう l人ゼミの人が男の人が行くんだけど、な
んか(あん)男女の会話とかするので。
32 JBI07 くなんかね>{く}"
33 .ISK07 くへ一一>{>}。
34 .IB107 なんかね、場所が結構遠いのね。
35 JSK07 あ、そうなんだ。
36 JBI07 んで、しかもなんかね、朝 91寺からなんだけど 3時間とかかかるって言われ
て。
37 JSK07 ああ。
38 J8[07 ちょ っと無四~?。
39 JSK07 ちょっと無理だねく経く笑いながら〉。
L← 
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I~í"片 3 は 、対同輩の場合で、 JBI07 が依頼したい内容を述べて後に(ライン番号 3] 、 3 4 、
36)、JSK07に「ちょ っと無理?Jと聞いた ことに対して、「ちょっ と無理だね。 Jと答えるこ
とで断りの意を表している。
断片 4 対後輩の会話 (JBI12:ベース話者 JYKI2対話相手)
ライン番号 話者 発話内容
14 JBll2 ごめんね、なんか急になんだけ ど、(あ、はしづちょっとお願いがあってね、
(はし、)明1:ね、あたし、こ っ、なんか、ml立国語研究所っていうところで
言語調査する予定だったのね、友達と。
15 JYKI2 lまし¥。
16 JBl12 でもね、 lfリlね念、用ができちゃって1"J"けなくなっらやったの。
17 JYKl2 あ、はし¥0
18 JBl12 それで今ね、その一緒に、その友達と一緒に行ってくれる人を探してるんだ
けど)) 
19 JYKl2 はし¥。
20 JBI12 明日朝 9n~ï・ から 3 1時間くらい実験とかできそうに
21 JYK12 あ、ち ょっと ) ) 
22 JBl12 きっしけ。
23 JYK 12 無理ですね 。
24 JYKI2 ごめんなさい。
25 JBI12 ううん、いいよ、全然。
26 JYK12 すいません、せっかく。
断片 4は、対後輩の場合で、JBIO12がライ ン番号 14、16、18で依頼した後に、依頼を
受け入れてくれるかどうかを「きつい 7Jと聞いている。その答えとして、 JYK12が「無理
ですね.• • Jと答えた上で、謝罪をし、ライン番号 25で JB112が「ううん、いいよ、 全然jと
発話することで断りが成立したことが分かる。
以上の断片 2から 4までの会話例か ら、断定形で断る場合に見 られる特徴 として、依頼
者が依頼内容を伝えた後に、被依頼者に依頼を受け入れてくれ9かどうか確認する発話(断
片 3，4)や|折片 2のように 「無理ならいいんだけどjのような業依頼者の負担を軽減しよう
とする発話の後に断定形を用いた断りをしている現象が見られた。
6.2. rかもしれないJiかも j の断り文
コーパスで I~f りとして使用された 「かもしれな い」文と「かも」文は、対先輩の場合と
対同輩の場合のみに見られたが、対先輩の場合は 3仔IJ UかもしれないJ1例、「かもJ2例)
、_r--ー '、 、/一、ー_._.. 、、J 、、一、、ノ、、 r 、
見られ、対同輩の場合は 2例 UかもしれないJ1 19"IJ、「かもJ1例) 見られた。
以下に実例を挙げ、実際の場面で使用された「かも しれないjと「かも」を考察する。
同 35-
断片 5 対先輩の会話 (JBI03:ベース JOK03:対話相手)
ライン番号 発話内容
134 JOK03 /沈黙 5 秒 /I~=j 1]か一。
135 JOK03 /沈黙 3 ;f少/それどのくらし叶時間かかるのに
136 JBI03 3 1寺|間かかるんです。
137 JOK03 く大笑い〉く3Il寺田jか>{く)。
138 .IBI03 くしかも、 しかも>{>}ボランティアなんです。
139 JOK03 あ一一一。
140 JBI03 なんかお札ができないっていう 。
1 Ll1 .I0K03 あ、いやいや日Ijに(んーにそれは。
142 .I0K03 31時間まずちょっときつい、きついかな一。
143 JBI03 うー ん。
144 .IBI03 ですよねー。
145 .I0K03 9 1寺じゃね、ちょっ(うんー)なんか、 うー ん。
146 .I0K03 /沈黙 7 f少/うん一、ごめん、ちょっとく無理かも>{く}。
147 JBJ03 くうん、あっ、>{)}はい。
断片 5は、対先輩の場合の会話例である。ライン番号 141までは JBI03の依頼に対する
やりとりが続いているが、ライン番号 142で JOK03がは時間まずちょっときつい、きつい
かな一。Jと発話することで、不確定な発話をすることで、 i新りたいという意思を醸し出す。そ
/刊
の後、発話文番号 l匂で、沈黙後、謝った後に「無理かも」と発話している。その発話を受け、
J8103は、 JOK03が「はしリと答えることで、断りを受け止めたことがわかる。
断片 6 対同輩の会話 (JBJ 1 0:ベース JSKI0:対話相手)
ライン番号 発話内容
13 .IBI10 く笑いながら〉あのね(うん)、 Iy=j日なんかあの友、うーんと実は、国立国
語研究所ってわかる?。
14 JSK10 えっ、あ、聞いたことあるくけーど>{く)。
15 JBI10 くあ一>{>}、なんか私がそこでちょっと言語調査に関する実験を頼まれて
いて、 (うん)それに行かなきゃいけなかったんだけど、 (うん)ちょっ
と急用ができて行けなくなってしまったのね。
16 JSK10 あ、なんかバイト?。
17 JBI10 うん、ま一、そんな感じなんだけど。
18 JBI10 ああ、急用、念、j有が?。
19 JSK10 うんうん。
20 JBI10 あ、急用バイトじゃないんだけど、ちょっとなんかどうしてもはずせない
用がほかにできてくしまって>{く)。
21 JSK10 くあ、そっか>{>}そっか。
22 JBI 10 うん。
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じやち ょっとそれは、なんかだめかもしれない。23 JSK10 
24 JBI10 あ、ほんと?。
25 .lBI10 そっか、そうだよね。
26 JSK 1 0 うん。
!a;r片 6は対同輩の場合である。ライン番号 13から 21までは JBI10が JSKI0に依頼の内
容を JSKIOに伝えている。依頼内容をすべて聞いた後、 発話番号 23で、 「じやちょ っとそ
れは、なんかだめかもしれない。Jと相手に伝えることで、断りの意を伝えている。発話番
号 24と25で、 「あ、ほんと?そっか、そうだよね。 jと断りを受け止めることで、「かもし
れなしリを含む文が|祈りとして機能していると考えられる。
7.まとめと今後の課題
今回の調査では、 対人関係において、同輩 と後輩に対 しての断り 表現と して「かもしれ
ないj と「かもJが見られたが、先輩に対しては、見られなかった?断り表現として使用
された 「かも しれなしリと 「かもJは 「きついJi無理Ji微妙Jのような相手の依頼に対
して否定的な形容詞系の述語と共起されていたが、 断定形で表現するよりは、「かもしれな
しリと「かも」を用いて表現することで、相手に伝えにくいことを柔らかく表現すること
ができると 考えられる o~)L かし、「かも しれない」と「かも j は断定を避けているため、結
果的には聞き手に断りたい意を察してもらわなければいけないこととなり、聞き手に負担
をかけることになるため、対-人関係において話し手(断る側)より身分が上の人には使い
にくいことと考えられる。
今後、断りの場面以外で「かもしれなしリと「かも」が「配慮表現Jとしてどのような機
能を持っかについて考察をしてみたい。
注
(1) B&L (1987)は人間関係を維持し、円滑なコミュニケーションを行うためには、話者が
相手に示す配慮(ポライトネス)が必要であり、世界のどの言語にも普遍的に存在する
とした。また、誰もが社会的に評価される自分自身の像(フェイス)を持っており、他
人に評価されたいという欲求を表す積極的フェイスと、他人に自分の領域を侵害された
くない欲求を表す消磁的フェイスがあるとした。
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